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YUMOTYUMOTの育てたい人材層の育てたい人材層

イノベーションを目指す
地域中小企業の人材

技術と経営をリンクして経営者

を企画・戦略面で支援する人材
OR

経営者予備軍

地域中核企業のＣＴＯ

（最高技術責任者）支援人材
OR

CTO予備軍

地域産業の中核をなす
大企業の人材

BEFOREBEFORE AFTERAFTER

キラリと光る

ナンバー・ワン企業

オンリー・ワン企業

コンビナート企業

輸送用機器、機械、エレクトロニクス



西日本におけるMOT教育・研究の拠点

４

山口大学大学院
技術経営研究科

山口大学大学院
技術経営研究科

広島広島北九州北九州

宇部宇部

• 宇部、北九州、広島の３拠点体制
• 地域の事業所勤務で教育の機会

土日集中開講
社会人学生に対応！



Ｚ研究所、製造部門（山口）

地域事業所と人材育成

ＭＯＴ履修
困難

＜Ａ社における の活用事例＞

Ｘ研究所、製造部門（埼玉、神奈川）

Ｙ研究所、製造部門（三重） 通学？

通学時間10分！

全社的視点で技術者等のローテーションと
育成計画を検討

社員を派遣中



カリキュラム内容: 科目一覧

経営戦略特論

財務戦略特論

研究開発型ベンチャー特論

経営組織特論

戦略思考特論

マーケティング戦略論

国際経営戦略特論

コンテンツビジネス法務特論

経済分析特論

ベンチャー資金戦略特論

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

知
的
財
産

財
務
・
経
済

技術評価特論

新商品開発戦略特論

技術戦略特論

生産管理特論

リスク管理特論

創造的問題解決特論

生命医療技術特論

情報化製造技術特論

環境・エネルギー技術特論

先端機能材料特論

情報ネットワーク特論

産
業
技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
分
野

演
習
系

知的財産戦略特論

企業経営特論

地
域 地域イノベーション論

地域経済論

必修科目

選択必修科目

プロジェクトマネジメント特論

組織と人材マネジメント特論

知的財産権特論

会計・財務特論

特定課題研究

新産業創出特論

プロジェクトマネジメント演習

商品開発演習

知的財産戦略演習

ビジネスプラン演習



カリキュラム内容: 履修モデル

プロジェクトマネジメント特論

マーケティング戦略特論

知的財産権特論

組織と人材マネジメント特論

会計・財務特論

新産業創出特論 技術戦略特論

特定課題研究 （例）「○○事業の技術戦略策定」

新商品開発戦略特論

技術評価特論

プロジェクトマネジメント演習

商品開発演習

知的財産戦略演習

ビジネスプラン演習経営戦略特論

ベンチャー資金戦略特論

知的財産戦略特論

戦略思考特論

例： ◎地域中核企業CTO支援人材 及び◎CTO予備軍 を想定

企業経営特論

必修科目群 選択科目・選択必修科目群



カリキュラム内容: 土日集中型教育

17:45 – 19:156

16:10 – 17:405

14:30 – 16:004

12:50 – 14:203

10:30 – 12:002

8:50 – 10:201

日土金木水火月時間帯
時
限

• 平日の勤務で多忙な社会人が受講しやすいよう、土日に
集中して教育を実施



1年次の履修例

知財演習創造的問題解決商品開発演習技術戦略午後

知財戦略マーケテイング先端機能材料午前

日曜土曜日曜土曜日曜土曜

第3クール 11～15週第2クール 6～10週第1クール 1～5週

1年後期 10月～1月

ＰＪ演習組織と人材マネ新産業創出論午後

ＰＭ知的財産権論企業経営特論会計・財務午前

日曜土曜日曜土曜日曜土曜

第3クール 11～15週第2クール ６～10週第1クール １～5週

1年前期 4月～7月

修了までの受講イメージ



2年次の履修例

特定課題研究は2年次で通年実施
合計42単位

戦略思考午後

午前

日曜土曜日曜土曜日曜土曜

第3クール 11～15週第2クール 6～10週第1クール 1～5週

2年後期 10月～1月

午後

Ｒ＆Ｄベンチャーリスク管理経営戦略技術評価午前

日曜土曜日曜土曜日曜土曜

第3クール 11～15週第2クール 6～10週第1クール 1～5週

2年前期 4月～7月

「赤字」：必修 「青」：選択必修 「黒」：選択



バランスのとれた専任教員陣（計12名）

学生（1年生：19人、2年生：16人）／専任教員（12人）≒

学生3人につき1名の教員

学生と教員の比率

アカデミック
キャリア型

実務経験
型

テクノロジー系

マネジメント系



各種プロジェクトの採択により
教育インフラ、コンテンツを充実

＜平成１２～１３年度＞
・先導的起業家育成システム実証事業（経済産業省）
＜平成１４～１５年度＞
・起業家育成プログラム等導入促進事業（経済産業省）
＜平成16年度＞
・技術経営人材育成プログラム導入促進事業（経済産業省）
＜平成17年度＞
・技術経営人材育成プログラム導入促進事業 （経済産業省）

・運営費交付金による特別事業（文部科学省）
＜平成１８年度＞
・専門職大学院教育推進プログラム（文部科学省）
・技術経営人材育成プログラム導入促進事業（経済産業省）

主な採択事例



現場での課題提起

討論を経て生きた教材
からの暗黙知の抽出

現場からの
中継

双方向講義中継用
移動式管制システム

教室と現場の融合

コンサルティング・プロジェクト型実践教授法
支援システム



国内トップレベルの機能・性能
山口大学特許電子図書館

● 機能の特徴 ●

特許公報に含まれる全テキストデータの検索機能を持つ
既存の特許電子図書館を含む、他の大部分の検索システムは書誌的事項を含む一部のテキストデータだけを検索対
象としている。本システムは、１年当たり４０万件を超える全ての特許実用新案公報について、データ量の多い「発明の
詳細な説明」までを含んだ検索を実施し、同時に整理標準化索引データを用いた検索も実装している。

検索語句に対しテキスト全文の始点から終点まで全てを検索
フルテキストサーチは、システムに対する負担軽減のために検索語句から代表的語句を自動生成した上で検索するも
のが多い。この場合、自動代表語句生成が適切に行われないと、検索漏れが生ずる。本システムは、N-gram 検索方式
でテキスト全文を端から端までもれなく検索するため検索漏れが生じない。厳密な検索を必要とする特許検索では必須
機能である。

平均して3秒程度で全文検索が可能
N-gram 検索方式でテキスト全文データを文字単位で検索すると、検索速度が低下する欠点がある。本システムは
キャッシュを保存することで、従前のシステムと比較して遜色のない検索速度を実現した。なお、一度検索された検索語
の場合、1秒未満で全文検索が終了する

学内にサーバを設置することで安定した検索が可能
従来の特許電子図書館は、特に昼間授業時に外部ネットワーク等の要因で頻繁に接続できないことが多く、授業利用
が中断されることが多かった。本システムは、外部ネットワーク環境の変動に左右されないので、どの時間帯の授業でも
安定的に利用できる。なお、学内イントラネット接続ではあるが、学外への提供はポートを開放するだけで可能となって
おり、インターネット経由で他大学や中小企業へのサービス提供にも対応できるようになっている。



●技術経営研究科の利用シーン
研究科知財系講義科目で教員が利用
研究科知財系演習科目で学生が利用
パテントマップ作成で教官・院生が利用
特定課題研究で学生が常時利用
ネットワーク・メディアリテラシー形成にも利用可能

→→費用、時間帯を気にせず、公報全文テキストサーチを存分に利用できる。

●他大学の利用シーン
１．インターネット経由で利用
開発系・知財系講義科目で教官が利用
開発系・知財系演習科目で学生が利用
研究室毎のパテントマップ作成で教官・院生が利用
研究室内の研究開発で教官・学生が常時利用

●中小企業での利用シーン
～インターネット経由で利用
研究科と企業の現場を結んだ
問題解決型授業で利用

● 利用方法 ●


